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平
成
二
十
八
年
第
一
回
定
例
会
は
、
二
月

二
十
六
日
か
ら
三
月
二
十
四
日
ま
で
二
十
八

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
議
員
な
ど
か
ら
、
茨
城
県
議
会

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
白

タ
ク
行
為
の
容
認
を
旨
と
し
た
規
制
改
革
の

自
粛
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
、
知
事
か
ら
、

平
成
二
十
八
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
予
算
、

茨
城
県
行
政
不
服
審
査
会
条
例
な
ど
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
質
問
は
、
子
育
て
し
や
す
い
県
を
目

指
し
た
少
子
化
対
策
の
充
実
、
知
事
の
情
報

発
信
、
茨
城
空
港
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指

す
今
後
の
取
り
組
み
、
大
規
模
太
陽
光
発
電

施
設
建
設
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な

ど
の
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
二
～
三
面
）

　

一
般
質
問
は
、
茨
城
県
立
あ
す
な
ろ
の
郷

の
建
て
替
え
、
医
療
費
助
成
と
保
育
の
拡
充
、

Ｇ
７
茨
城
・
つ
く
ば
科
学
技
術
大
臣
会
合
で

の
情
報
発
信
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。（
四
～
六
面
）

　

各
常
任
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審
査
、

そ
の
他
所
管
事
項
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、

茨
城
県
北
芸
術
祭
の
成
功
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
、学
生
な
ど
に
地
域
の
情
報
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
、
新
た
に
設
置

さ
れ
る
子
ど
も
政
策
局
の
目
的
、
本
県
農
林

水
産
業
の
今
後
の
展
望
、
東
関
東
自
動
車
道

水
戸
線
の
進
捗
状
況
、
交
通
安
全
対
策
へ
の

取
り
組
み
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。

（
八
～
九
面
）

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
農
業
関
係
高
校
の

魅
力
づ
く
り
、
非
正
規
職
員
と
正
規
職
員
と

の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
、
北
関
東
三
県
の
連
携
、

防
災
士
資
格
の
普
及
啓
発
な
ど
の
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。（
七
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、

報
告
、
意
見
書
な
ど
の
九
十
八
件
の
議
案
な

ど
が
可
決
、
同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
概
要

写真上　ＯＳＪ奥久慈トレイルレース（大子町・常陸太田市）
　　　　（写真提供：有限会社パワースポーツ http://www.powersports.co.jp/）

写真左　竜神大吊橋バンジージャンプと竜神峡鯉のぼりまつり（常陸太田市）
　　　　 （写真提供：スタンダードムーブ株式会社）

　平成21年から大子町・常陸太田市で始まり、今回で８回目の開催とな
る。例年およそ1000名が参加しており、今年は5月29日（日）にレース
が開催される予定。

　高さ最大100ｍとなる竜神大吊橋バンジージャンプは、シーズン常設開
催サイトとしては日本最大級となる。予約優先。
　また、竜神峡鯉のぼりまつりは、5月15日（日）まで開催される。約
1000匹の鯉のぼりが大空を群泳し、期間中は、物産市などさまざまなイ
ベントが開催される。

他にも、県内各地では、さまざまなイベントが開催されております。
下記の「観光いばらき」のサイトをご覧ください。

県北地域に遊びに行こう！

いばらきの観光情報は「観光いばらき」ホームページでご覧いただけます。http://www.ibarakiguide.jp/
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第１回 定 例 会 の
主 な日程議

員　

地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
合

計
特
殊
出
生
率
の
増
加
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
夫
婦
の
子
ど
も
の
数
の
減

少
理
由
に
子
育
て
の
経
済
的
負
担
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
さ
ら
な
る
軽
減
に

よ
り
、
子
育
て
し
や
す
い
茨
城
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
出
生
数
の
増
や
若
い
世

代
の
定
住
と
流
入
を
図
る
べ
き
だ
が
。

知
事　

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
、
小

児
・
妊
産
婦
を
対
象
に
医
療
費
助
成

制
度
の
所
得
制
限
を
大
幅
に
緩
和
す

る
と
と
も
に
、
第
三
子
以
降
の
保
育

料
の
無
料
化
要
件
を
緩
和
す
る
。
今

後
新
た
に
設
置
す
る
「
子
ど
も
政
策

局
」
を
中
心
に
、
子
育
て
家
庭
へ
の

さ
ら
な
る
負
担
軽
減
策
を
は
じ
め
と

す
る
少
子
化
対
策
に
取
り
組
み
、
若

い
世
代
の
定
住
と
流
入
に
つ
な
げ
る
。

 

が
ん
対
策
の
実
践

議
員　

参
療
※
意
識
の
醸
成
と
検
診

推
進
を
主
眼
と
し
た
が
ん
条
例
が
施

行
さ
れ
、
が
ん
対
策
は
県
民
総
ぐ
る

み
で
実
践
す
る
時
を
迎
え
た
。
県
民

の
「
条
例
で
対
策
は
こ
う
も
変
わ
っ

た
」
と
い
う
実
感
が
そ
の
大
き
な
一

歩
と
な
る
。
態
勢
と
施
策
展
開
は
。

知
事　

が
ん
対
策
推
進
室
の
新
設
や

二
十
億
円
の
が
ん
対
策
基
金
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
対
策
を
総
合
的
・
安

定
的
に
推
進
す
る
。
が
ん
検
診
推
進

強
化
月
間
を
設
け
る
と
と
も
に
、
市

町
村
な
ど
と
一
体
と
な
っ
た
検
診
受

診
率
の
向
上
施
策
、
が
ん
医
療
の
充

実
、
が
ん
患
者
が
最
先
端
の
治
療
を

受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
な
ど
に
取

り
組
む
。
が
ん
に
罹
患
し
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
を
目
指
す
。

 

県
立
中
央
病
院
の
全
面
建
て
替
え

議
員　

中
央
病
院
の
狭
隘
化
は
、
極

め
て
深
刻
で
あ
る
。
県
は
、
手
術
室

の
増
築
を
計
画
す
る
が
、
災
害
へ
の

対
応
や
経
費
の
問
題
、
使
い
勝
手
な

ど
を
総
合
的
に
考
慮
す
れ
ば
、
免
震

構
造
を
備
え
た
全
面
建
て
替
え
の
構

想
を
打
ち
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。
早

期
の
検
討
を
求
め
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た

中
央
病
院
の
将
来
像
や
周
辺
の
用
地

の
状
況
な
ど
流
動
的
で
不
確
定
な
要

素
が
多
い
一
方
、
診
療
機
能
の
強
化

や
医
師
養
成
、
教
育
機
能
の
充
実
は

待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
既
存

の
施
設
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、

当
面
の
需
要
に
応
え
る
新
棟
を
、
免

震
構
造
を
備
え
た
形
で
整
備
し
て
い

く
こ
と
が
最
善
の
方
法
と
考
え
る
。

議
員　

常
陽
銀
行
と
足
利
Ｈ
Ｄ
と
の

経
営
統
合
に
よ
り
、
地
域
産
業
は
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
る
。
こ
れ
を
契

機
に
、
栃
木
県
と
の
さ
ら
な
る
連
携

強
化
の
下
、
企
業
誘
致
や
輸
出
の
拡

大
、
観
光
戦
略
な
ど
北
関
東
三
県
経

済
圏
を
見
据
え
た
新
た
な
経
済
圏
を

基
盤
と
し
た
産
業
展
開
が
必
要
だ
が
。

知
事　

統
合
を
機
に
商
談
会
な
ど
で

の
取
引
拡
大
、
企
業
誘
致
面
で
の
広

域
な
情
報
収
集
、
海
外
ミ
ッ
シ
ョ
ン

派
遣
参
加
企
業
の
増
加
な
ど
が
期
待

さ
れ
る
。
農
業
分
野
の
輸
出
促
進
に

広
域
連
携
で
取
り
組
む
ほ
か
二
十
八

年
度
は
北
関
東
三
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
ベ
ト
ナ
ム
に
設
置
す
る
。

観
光
面
で
も
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
形

成
な
ど
を
三
県
合
同
で
実
施
す
る
。

 

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
学
校
づ
く
り

議
員　

急
激
な
時
代
の
変
化
に
対
応

す
る
べ
く
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校

づ
く
り
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
多
忙

さ
が
問
題
視
さ
れ
る
教
員
の
負
担
軽

減
を
図
り
、
生
徒
と
し
っ
か
り
と
向

き
合
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
や
強

固
で
責
任
あ
る
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
課
題
と
考
え
る
が
、
対
応
は
。

教
育
長　

平
成
二
十
八
年
度
は
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
配

置
・
派
遣
を
大
幅
に
拡
充
す
る
。
特

に
、
教
員
多
忙
化
の
要
因
で
あ
る
部

活
動
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
指
導
体

制
の
構
築
に
取
り
組
む
。
関
係
者
の

役
割
と
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る

一
方
、
教
員
の
人
間
的
魅
力
を
十
分

に
生
か
し
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
資
質
の
向
上
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
関
東
・
東
北
豪
雨
を
踏

ま
え
た
総
点
検
と
危
機
対
応
レ
ベ
ル

の
向
上
、
茨
城
農
業
の
政
策
展
開
、

国
際
テ
ロ
へ
の
対
応
な
ど
も
質
問
）

常井　洋治 議員
いばらき自民党
笠 間 市 選 出  

一括方式

　

平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
か

ら
分
割
方
式
が
導
入
さ
れ
、
議
員
は

次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
一
括
方
式

　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し

て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁
を
求

め
る
方
式
。

○
分
割
方
式

　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問

し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求
め
る

方
式
。 

質
問
方
式
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
一
年
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
「
国
民
体
育
大
会
」
は
、
国

内
最
大
級
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
り
、
本
県
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
振

興
、
さ
ら
に
は
文
化
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
大
会
で
す
。

　

ま
た
、
国
体
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
る
「
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

は
、
障
害
者
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
障

害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
障
害
者
の
社
会
参
加
の
推
進
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
、こ
れ
ら
両
大
会
の
成
功
に
向
け
、県
の
総
力
を
持
っ

て
臨
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
翌
年
に
は
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
な
ど
、
本
県
に
関
連
す
る
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
立
て

続
け
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
機
会
を
効
果

的
に
活
用
し
、い
ば
ら
き
の
魅
力
発
信
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、ス
ポ
ー

ツ
文
化
、
観
光
、
産
業
な
ど
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
県
議
会
と
し
て
、
茨
城
国
体
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
推
進
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
な
ど
に
関
す

る
諸
方
策
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
た
め
、「
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
推
進
調
査
特
別
委
員
会
」
を
三
月
二
十
四
日
の
本
会
議
で
設
置

し
ま
し
た
。
委
員
構
成
は
十
五
名
で
、
次
の
通
り
で
す
。

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

海
野　
　
　

透

副
委
員
長　
　

石
井　
　

邦
一

委　
　

員　
　

桜
井　
　

富
夫

　

 

〃　
　
　

  

田
山　
　

東
湖

　

 

〃　
　
　

  

白
田　
　

信
夫

　

 

〃　
　
　

  

山
岡　
　

恒
夫

　

 

〃　
　
　

  

萩
原　
　
　

勇

　

 

〃　
　
　

  

加
藤　
　

明
良

    

委　
　

員　
　

下
路　

健
次
郎

　

 

〃　
　
　

  

星
田　
　

弘
司

　

 

〃　
　
　

  

田
口　
　

伸
一

　

 

〃　
　
　

  

髙
橋　
　

勝
則

　

 

〃　
　
　

  

江
田　
　

隆
記

　

 

〃　
　
　

  

長
谷
川　

修
平

　

 

〃　
　
　

  

高
崎　
　
　

進

子
育
て
し
や
す
い
県
を
目
指
し
た

少
子
化
対
策
の
充
実

常
陽
銀
行
と
足
利
Ｈ
Ｄ
と
の
経
営
統
合
を

契
機
と
し
た
新
た
な
経
済
圏
づ
く
り

ことば ※【代表質問】…会派を代表して行う質問を代表質問といいます。茨城県議会の場合には、４人以上の会派が代表質問を行うことができます。なお、議員個人の立場で行う質問を一般質問といいます。
※【参療】…がんに関する正しい知識を習得し、提供されるがん医療を決定できることについて自覚を持って、がん医療に主体的に参画すること。
※【民進党】…平成２８年３月２８日に民主党から変更になりました。

中学校の部活動における外部指導者の指導の様子

３
月
２
日（
水
）

　

常と
こ
い井　

　

洋よ
う
じ治

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

修
し
ゅ
う
へ
い平

（
民　

進
　

党
※
）

３
月
３
日（
木
）

　

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

井い

で手　
　

義よ
し
ひ
ろ弘

（
公　
　

 

明　

 　

党
）

●
質
問
者

代表質問※（要旨）

　平成28年第1回定例会は、以下の会期
日程で開催されました。

■２月26日（金）　 本　　会　　議

（開会、知事提出議案説明）

■３月２日（水）　 本　　会　　議

　　　３日（木） （代表質問・質疑）

■３月４日（金）　 

　　　７日（月） 

　　　８日（火）

　　　９日（水）

■３月14日（月）　 常 任 委 員 会

　　　15日（火）

■３月17日（木）　 本　　会　　議

（予算関係議案常任委員長報告等）

■３月18日（金）　 予算特別委員会

　　　22日（火）

■３月24日（木）　 本　　会　　議

（委員長報告、採決、閉会）

｝本　　会　　議
（一般質問・質疑）
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代表質問（要旨）

【お問い合わせ先】
電　話　029-301-5634

茨
城
県
北
芸
術
祭
の

成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

 

知
事
の
情
報
発
信

議
員　

本
県
の
県
づ
く
り
に
、
六
期

目
の
全
国
最
多
の
ベ
テ
ラ
ン
知
事
と

し
て
の
情
報
発
信
力
を
期
待
し
て
い

る
。
知
事
は
、
自
身
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

知
事　

県
産
品
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
精
力
的
に
継
続
し
た
結
果
、
常
陸

牛
が
全
国
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
し
た
り
、

駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
と
良
好
な
関
係

を
構
築
し
た
結
果
、
国
家
主
席
の
来

県
な
ど
、
活
発
な
交
流
に
発
展
し
た
。

今
後
、
Ｇ
７
茨
城
・
つ
く
ば
科
学
技

術
大
臣
会
合
や
茨
城
国
体
な
ど
、
国

内
外
に
本
県
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好

の
機
会
を
迎
え
て
お
り
、
オ
ー
ル
茨

城
で
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

医
療
体
制
の
充
実

議
員　

県
北
地
域
の
住
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
医
師
・
看
護
師

不
足
の
解
消
な
ど
、
医
療
体
制
の
一

層
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。
ど
の

よ
う
に
対
策
を
講
ず
る
の
か
。

知
事　

医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、

関
係
大
学
や
地
元
市
町
村
と
の
連
携

の
も
と
、
指
導
医
の
確
保
を
進
め
、

地
域
の
主
要
医
療
機
関
が
後
期
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
幹
病
院
や
連
携
病

院
に
な
れ
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た
、

看
護
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨

年
十
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
離
職
時
届

出
制
度
を
活
用
し
つ
つ
、
再
就
業
対

策
を
積
極
的
に
講
じ
て
い
く
。

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用

議
員　

県
北
地
域
の
振
興
策
と
し
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
電
源
開
発
を
考
え
る
べ
き
で

あ
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
は
、
地
域
社
会
と
の
共
生
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
水

素
に
よ
る
実
証
試
験
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
情
報
を
収
集
し
て
い
く
。

将
来
、
天
然
ガ
ス
や
水
素
に
よ
る
電

源
開
発
が
具
体
化
す
る
際
は
、
県
北

地
域
は
有
力
な
候
補
地
の
可
能
性
が

あ
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
。

（
ほ
か
に
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
、

豊
か
な
教
育
の
実
現
な
ど
も
質
問
）

議
員　

茨
城
空
港
の
将
来
を
見
据
え
、

今
後
、
国
際
路
線
の
誘
致
や
空
港
施

設
の
機
能
強
化
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

国
際
線
は
現
在
の
三
路
線
に

加
え
、
Ｖ
エ
ア
の
台
北
便
と
春
秋
航

空
の
揚
州
経
由
成
都
便
が
就
航
し
、

三
月
末
に
は
二
十
一
便
ま
で
増
加
す

る
見
込
み
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の

国
々
で
県
内
観
光
地
を
周
遊
す
る
ツ

ア
ー
も
急
増
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
支
援
を
行
う

な
ど
、
路
線
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て

い
く
。
空
港
施
設
は
、
当
面
は
現
在

の
施
設
を
で
き
る
限
り
柔
軟
に
運
用

し
な
が
ら
最
低
限
必
要
な
施
設
を
確

保
し
て
い
く
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の

将
来
構
想
は
今
後
の
需
要
動
向
を
見

極
め
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

本
県
へ
の
本
社
機
能
の
誘
致

に
向
け
て
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

国
の
地
方
拠
点
強
化
税
制
で

は
対
象
外
と
な
る
十
市
町
に
つ
い
て

も
優
遇
措
置
を
講
じ
、
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
優
遇
措
置
を
定
め

る
。
ま
た
、
日
立
や
鹿
島
の
産
業
集

積
や
つ
く
ば
の
高
度
な
都
市
基
盤
な

ど
、
地
域
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か

し
た
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
優
遇
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
本
社
機
能
の
誘
致
を
図
っ
て
い

く
。

議
員　

県
内
の
全
て
の
児
童
生
徒
に

対
し
て
、
つ
く
ば
に
お
け
る
科
学
技

術
に
接
す
る
機
会
を
設
け
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

つ
く
ば
の
研
究
機
関
と
連

携
し
て
開
発
し
た
中
学
生
向
け
理
科

教
材
を
授
業
に
活
用
し
て
い
る
。
研

究
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
、

多
く
の
学
校
で
実
施
で
き
る
よ
う
働

き
掛
け
る
。
ま
た
、
つ
く
ば
の
研
究

施
設
な
ど
を
見
学
で
き
る
取
り
組
み

を
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
、
小
中
学
校
の
校

外
学
習
や
遠
足
、
家
族
で
の
参
加
な

ど
利
用
促
進
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。 

（
ほ
か
に
、
畜
産
分
野
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対

策
、
自
動
車
盗
対
策
な
ど
も
質
問
）

　

議
員　

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
の

無
秩
序
な
乱
立
に
は
一
定
の
ル
ー
ル

を
定
め
る
べ
き
で
あ
り
、
施
設
建
設

に
係
る
県
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

今
後
、
立
地
を
避
け
る
べ
き

エ
リ
ア
な
ど
の
指
定
や
適
正
な
維
持

管
理
な
ど
の
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
太
陽
光
発

電
事
業
の
適
切
な
実
施
に
向
け
対
応

し
て
い
く
。

議
員　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、

り
災
証
明
書
の
受
付
な
ど
の
総
務
分

野
や
、
福
祉
・
介
護
や
医
療
の
分
野

を
そ
れ
ぞ
れ
支
援
す
る
体
制
（
総
務
、

福
祉
医
療
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）
の

整
備
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る

が
、
所
見
は
。

知
事　

総
務
分
野
に
関
し
て
は
、
業

務
に
精
通
し
て
い
る
人
材
を
募
集
し

て
登
録
し
、
災
害
時
に
派
遣
す
る
仕

組
み
を
整
備
し
て
い
く
。
医
療
福
祉

分
野
に
つ
い
て
は
、
災
害
派
遣
精
神

医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
）
の
体
制

の
充
実
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図

り
、
引
き
続
き
、
多
職
種
連
携
に
よ

る
支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

議
員　

県
北
振
興
の
目
玉
施
策
で
あ

る
茨
城
県
北
芸
術
祭
に
関
し
て
、「
全

体
の
予
算
規
模
」、「
来
場
者
数
の
目

標
」
お
よ
び
「
パ
ス
ポ
ー
ト
形
式
の

入
場
券
の
販
売
時
期
お
よ
び
価
格
」

は
。
ま
た
、
今
後
の
定
期
的
な
開
催

に
つ
い
て
の
所
見
は
。

知
事　

全
体
の
予
算
規
模
は
六
億
七

千
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
、
来

場
者
数
は
約
三
十
万
人
を
当
面
目
指

し
て
い
き
た
い
。
パ
ス
ポ
ー
ト
形
式

の
入
場
券
は
お
お
む
ね
二
千
円
台
と

し
、
七
月
初
旬
の
販
売
開
始
を
予
定

し
て
い
る
。
定
期
的
な
開
催
に
つ
い

て
は
、
今
回
実
施
し
た
成
果
や
課
題

な
ど
を
踏
ま
え
、
判
断
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
」
の
考
え
方
を
踏
ま
え

た
県
政
施
策
、
東
海
第
二
発
電
所
の

再
稼
働
な
ど
も
質
問
）

長谷川　修平 議員
民 　 進 　 党
日 立 市 選 出  

一括方式

井手　義弘 議員
公 　 明 　 党
日 立 市 選 出

一括方式

臼井　平八郎 議員
自民県政クラブ
結 城 市 選 出  

一括方式

　本会議は、県議会議事堂５階の受付で住所と氏名を
記入すると傍聴できますので、是非お越しください。
　また、児童および乳幼児連れの方は、県議会議事堂
１階の議会ＰＲコーナーと５階の傍聴者ロビーおよび
行政棟２階の県政シアターで本会議の中継をご覧いた
だけます。
　なお、授乳室やおむつ替えスペースをご希望の方に
は部屋をご用意いたしますので、職員にお気軽に声を
お掛けください。
　その他、手話通訳や委員会の傍聴など詳細について
は、県議会事務局議事課にお問い合わせください。

茨
城
空
港
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を

目
指
す
今
後
の
取
り
組
み

本
県
へ
の
本
社
機
能
移
転
な
ど
の

推
進

つ
く
ば
に
集
積
し
た
科
学
技
術
を

活
か
し
た
科
学
教
育

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
建
設
に

係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

被
災
自
治
体
を
支
援
す
る
体
制（
総
務
、

福
祉
医
療
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）の
整
備

３月に供用開始されたＬＮＧ基地（茨城港日立港区）

設置が進む太陽光発電施設

Ｖエア就航セレモニーの様子

県議会を傍聴しませんか
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東
日
本
大
震
災
五
周
年

追
悼
・
復
興
祈
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

 

茨
城
県
立
あ
す
な
ろ
の
郷

議
員　

県
立
あ
す
な
ろ
の
郷
は
、
障
が

い
者
支
援
施
設
の
運
営
を
主
と
し
た
知

的
障
が
い
者
の
総
合
援
護
施
設
で
あ
り
、

施
設
の
老
朽
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
施
設
を
建
て
替
え
る
べ
き
だ

が
、
所
見
は
。

知
事　

あ
す
な
ろ
の
郷
は
、
老
朽
化
、

狭
隘
化
が
大
変
厳
し
い
の
で
、
建
て
替

え
も
前
提
と
し
、
福
祉
以
外
の
関
係
者

を
含
む
外
部
有
識
者
に
よ
る
検
討
委
員

会
に
お
い
て
、
県
立
施
設
と
し
て
の
概

念
の
整
理
や
運
営
主
体
な
ど
の
課
題
も

含
め
総
合
的
に
議
論
を
進
め
て
い
く
。

 

偕
楽
園
の
魅
力
向
上

議
員　

東
町
運
動
公
園
体
育
館
の
完
成

や
国
体
の
開
催
に
向
け
て
、
東
町
運
動

公
園
や
歴
史
館
か
ら
偕
楽
園
、
特
に
表

門
に
ど
う
誘
客
を
図
る
の
か
、
結
果
を

伴
う
誘
導
方
策
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

土
木
部
長　

歴
史
館
か
ら
県
道
常
磐
公

園
線
を
通
り
、
表
門
に
至
る
既
存
の

ル
ー
ト
に
加
え
、
東
町
運
動
公
園
か
ら

歴
史
館
園
内
を
経
由
し
、
県
道
水
戸
岩

間
線
を
立
体
交
差
で
横
断
し
て
、
表
門

か
ら
偕
楽
園
に
入
園
す
る
新
た
な
回
遊

ル
ー
ト
の
構
築

を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
児

童
養
護
施
設
入

所
児
童
へ
の
支

援
、
環
境
政
策

な
ど
も
質
問
）

 
Ｇ
７
茨
城
・
つ
く
ば
科
学
技
術
大
臣
会
合

議
員　

会
合
の
開
催
は
、
茨
城
・
つ
く

ば
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る
絶
好
の

機
会
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
会
合
に
お

け
る
来
訪
者
へ
の
魅
力
の
発
信
に
、
県

は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
晩
餐
会

な
ど
で
県
産
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
地

酒
を
提
供
す
る
ほ
か
、
会
場
に
最
先
端

の
科
学
技
術
や
伝
統
工
芸
品
の
展
示
な

ど
を
行
う
。
ま
た
、
地
域
の
魅
力
を
盛

り
込
ん
だ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
参
加
者
な
ど
に
配

布
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え

て
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
て
い
く
。

 

つ
く
ば
特
別
支
援
学
校
の
過
密
解
消

議
員　

県
で
は
石
岡
市
へ
の
特
別
支
援

学
校
の
新
設
を
決
定
し
た
が
、
こ
れ
に

よ
り
、
つ
く
ば
特
別
支
援
学
校
の
過
密

問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
の
か
。

教
育
長　

新
校
の
整
備
や
伊
奈
特
別
支

援
学
校
へ
の
通
学
区
域
の
再
編
に
よ
り
、

つ
く
ば
特
別
支
援
学
校
の
不
足
教
室
数

は
半
減
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
ま

た
、
残
る
不
足
教
室
に
つ
い
て
も
、
教

室
配
置
の
見
直
し
や
施
設
の
改
修
な
ど

を
検
討
し
、
適

切
に
対
応
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
筑
波

山
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
の
開
設
、

（
仮
称
）
つ
く
ば

警
察
署
の
整
備

な
ど
も
質
問
）

舘　　静馬 議員
いばらき自民党
水 戸 市 選 出

分割方式

 

医
療
費
助
成
と
保
育
の
拡
充

議
員　

子
育
て
支
援
の
拡
充
で
は
、
全

て
の
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
、
多

子
世
帯
の
第
三
子
以
降
の
三
歳
か
ら
五

歳
児
の
保
育
料
無
償
化
、
保
育
士
給
与

の
引
き
上
げ
が
必
要
だ
が
、
所
見
は
。

知
事　

子
ど
も
と
妊
産
婦
の
医
療
費
助

成
は
、
所
得
制
限
の
大
幅
緩
和
を
図
る
。

多
子
世
帯
の
保
育
料
無
償
化
は
、
国
の

所
得
制
限
を
さ
ら
に
緩
和
し
て
実
施
す

る
。
こ
れ
ら
の
さ
ら
な
る
拡
充
は
、
県

や
市
町
村
の
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。
保
育
士
の
賃
金
は
、

さ
ら
な
る
改
善
を
国
に
働
き
掛
け
る
。

 

安
全
協
定
と
県
民
世
論
の
反
映

議
員　

東
海
第
二
原
発
に
つ
い
て
は
廃

炉
を
前
提
と
し
、
原
発
事
故
の
被
害
が

及
び
得
る
全
て
の
自
治
体
が
安
全
協
定

締
結
を
求
め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

そ
し
て
、
再
稼
働
か
廃
炉
か
全
県
規
模

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
実
施
が
必
要
と

考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

安
全
協
定
の
範
囲
の
拡
大
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
市
町
村
の
意
向
を

踏
ま
え
適
切
に
対
応
す
る
。
県
民
の
意

見
集
約
の
手
続
き
は
、
他
県
の
動
向
な

ど
を
踏
ま
え
慎

重
に
検
討
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
児

童
養
護
施
策
の

拡
充
、
霞
ヶ
浦

導
水
事
業
な
ど

も
質
問
）

議
員　

Ｌ
ア
ラ
ー
ト
※
は
、
道
路
情
報

な
ど
の
発
信
す
る
情
報
の
充
実
と
、
伝

達
す
る
手
段
の
充
実
の
両
方
が
必
要
で

あ
る
が
、
今
後
、
効
果
的
な
防
災
・
減

災
の
情
報
伝
達
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

県
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
再
整
備

の
中
で
、
市
町
村
が
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
と
緊

急
速
報
メ
ー
ル
を
一
度
に
配
信
で
き
る

よ
う
改
良
す
る
。
ま
た
、
緊
急
時
の
道

路
規
制
図
な
ど
を
多
様
な
媒
体
で
見
ら

れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。伝
達
メ
デ
ィ

ア
の
拡
充
や
市
町
村
の
災
害
情
報
発
信

業
務
の
効
率
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

龍
ケ
崎
市
で
は
、
牛
久
沼
に
隣

接
す
る
国
道
六
号
沿
い
を
候
補
地
と
し

て
「
道
の
駅
」
の
整
備
を
進
め
て
い
る

が
、
今
後
県
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

土
木
部
長　

市
の
検
討
会
や
県
の
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
計
画

段
階
で
は
事
例
紹
介
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提

供
、
整
備
段
階
で
は
補
助
金
な
ど
の
情

報
提
供
、
供
用
後
は
幅
広
い
Ｐ
Ｒ
の
実

施
な
ど
、
各
段
階
に
応
じ
指
導
・
助
言

な
ど
の
支
援
を

積
極
的
に
行
っ

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
本

県
稲
作
の
こ
れ

か
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
育
成

な
ど
も
質
問
）

星田　弘司 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出  

分割方式

萩原　　勇 議員
いばらき自民党
龍 ケ 崎 市 選 出  

一括方式

江尻　加那 議員
日 本 共 産 党
水 戸 市 選 出  

一括方式

龍
ケ
崎
市
の
﹁
道
の
駅
﹂
整
備
へ
の

県
の
支
援

防
災
・
減
災
に
向
け
た

効
果
的
な
情
報
発
信

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
目
の
三
月
十
一
日
、
茨
城
県
庁
舎
九

階
講
堂
に
お
い
て
東
日
本
大
震
災
五
周
年
追
悼
・
復
興
祈
念
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
し
た
小
川
一
成
議
長
は
、
犠
牲
者
へ
の
追
悼
の
言
葉
と
と

も
に
、「
執
行
部
と
も
力
を

合
わ
せ
、
活
力
あ
る
郷
土

い
ば
ら
き
の
創
生
に
向
け
、

全
力
を
あ
げ
て
復
興
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
と

と
も
に
、
震
災
で
の
経
験
、

教
訓
を
踏
ま
え
た
災
害
に

強
い
県
土
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
」
と
復
興

に
向
け
た
決
意
を
語
り
ま

し
た
。

ことば ※【Ｌアラート（災害情報共有システム）】…国や地方自治体などが発する災害情報を集約し、テレビ、ラジオ、携帯電話、インターネットなどの多様なメディアを通じて一括配信する
システム。（本県および県内市町村は平成26年8月より運用中）

在り方が検討されるあすなろの郷

保育園で子どもたちが元気に遊ぶ様子

道の駅候補地からの景色
（龍ケ崎市佐貫町地内  龍ケ崎市提供）

Ｇ７茨城・つくば科学技術大臣会合
100日前イベントの様子（つくば市）

追悼の辞を述べる小川一成議長

一般質問（要旨）

３
月
４
日（
金
）

　

舘た
ち　

　
　

静し
ず
ま馬　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

江え
じ
り尻　

　

加か

な那　

　
　
（
日
本
共
産
党
）

　

星ほ
し
だ田　

　

弘こ
う
じ司　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
７
日（
月
）

　

萩は
ぎ
わ
ら原　

　
　

勇
い
さ
む　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

八や
し
ま島　

　

功い
さ
お男　

　
　
（
公　
　

明　
　

党
）

　

鈴す
ず
き木　

　

定さ
だ
ゆ
き幸

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
８
日（
火
）

　

川か
わ
ぐ
ち口　

　

政ま
さ
や弥　

　
　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

髙た
か
は
し橋　

　

勝か
つ
の
り則

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

外と
つ
か塚　

　
　

潔
き
よ
し　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
９
日（
水
）

　

佐さ
と
う藤　

　

 

光み
つ
お雄　

　
　
（
民　
　

進　
　

党
）

　

水み
ず
が
き柿　

　

一か
ず
と
し俊　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

村む
ら
か
み上　

　

典の
り
お男　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者
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一般質問（要旨）

議
員　

鬼
怒
川
堤
防
決
壊
を
は
じ
め
と

す
る
最
近
の
大
き
な
災
害
と
犠
牲
者
数

を
鑑
み
た
と
き
、
今
後
の
土
木
行
政
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

国
の
直
轄
事
業
や
国
の
補
助
で

行
う
県
の
河
川
事
業
の
予
算
の
増
額
に

向
け
、
中
央
要
望
な
ど
を
通
し
て
国
に

対
し
て
要
望
し
て
き
た
が
、
今
後
は
、

さ
ら
な
る
予
算
確
保
に
向
け
、
市
町
村

と
連
携
し
、
国
へ
の
働
き
掛
け
を
強
め

る
。
ま
た
、
県
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

財
政
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
積
極
的
に
対

応
し
て
い
く
。

議
員　

本
県
で
平
成
三
十
年
に
世
界
湖

沼
会
議
が
開
催
さ
れ
る
が
、
そ
の
意
義

と
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

知
事　

水
質
保
全
対
策
に
役
立
つ
、
世

界
の
新
た
な
知
見
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
水
質
保
全
の
研
究
な
ど
の

成
果
を
発
信
し
、
世
界
各
地
の
水
環
境

の
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
市
民
の
環
境
活
動

を
発
表
す
る
場
を
会
議
に
加
え
、
海
外

で
の
市
民
活
動
の
展
開
を
促
す
と
と
も

に
、
市
民
が
参
加
し
や
す
く
す
る
こ
と

で
市
民
の
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

県
産
木
材
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
林
業
関
係
団
体
に
よ
る
独
自
の

産
地
認
証
制
度
を
早
急
に
確
立
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

認
証
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

が
検
討
を
進
め
て
お
り
、
県
で
も
品
質

確
保
の
た
め
の
基
準
を
示
す
な
ど
積
極

的
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
品
質
の
高
い
県
産
木
材
の
供
給
体

制
も
整
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
早
急
な

制
度
の
立
ち
上

げ
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
ワ

ン
ク
リ
ッ
ク
義

援
金
、
教
育
格

差
の
是
正
な
ど

も
質
問
）

議
員　

小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
※
の
解
消
や

幼
保
小
連
携
な
ど
の
就
学
前
教
育
の

充
実
へ
向
け
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
成
る

就
学
前
教
育
・
家
庭
教
育
推
進
協
議
会

を
設
置
し
、
就
学
前
教
育
の
在
り
方
を

検
討
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
政
策
局
な
ど

と
連
携
し
、
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て

い
く
。
ま
た
、
幼
保
小
連
携
に
関
し
て

も
教
員
・
保
育
士
の
合
同
研
修
会
な
ど

で
、
改
善
手
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、（
仮

称
）
水
郷
筑
波

サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
整
備
、

茨
城
型
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
な
ど
も

質
問
）

議
員　

大
規
模
な
災
害
に
備
え
、
河
川

の
防
災
対
策
に
必
要
な
資
材
を
十
分
に

備
蓄
し
て
お
く
こ
と
、
関
東
・
東
北
豪

雨
で
決
壊
し
た
宮
戸
川
に
つ
い
て
の
計

画
的
な
治
水
対
策
を
行
う
こ
と
な
ど
が

必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

土
木
部
長　

備
蓄
材
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
通
し
て

備
蓄
材
の
情
報
を
し
っ
か
り
と
共
有
し

て
い
く
。
宮
戸
川
に
つ
い
て
は
、
堤
防

な
ど
の
調
査
を
進
め
、
結
果
を
踏
ま
え

て
整
備
手
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

地
方
創
生
は
人
口
減
少
問
題
に

取
り
組
み
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
上
で
残
さ
れ
た
数
少
な

い
チ
ャ
ン
ス
の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
、

ど
の
よ
う
に
「
茨
城
創
生
」
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

人
口
減
少
の
進
行
を
緩
や
か
に

す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活

力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
で
き
る
よ
う
、

本
県
の
強
み
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
全
力
で
取
り
組
み
、

若
者
や
女
性
の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る

茨
城
創
生
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

議
員　

骨
髄
移
植
を
推
進
す
る
た
め
、

骨
髄
ド
ナ
ー
に
対
す
る
助
成
制
度
を
導

入
す
る
と
と
も
に
、
ド
ナ
ー
登
録
を
増

や
す
た
め
の
普
及
啓
発
の
取
り
組
み
を

強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
い
く
つ
か
の
市
町
で
導
入
の
動
き

が
あ
り
、
県
で
も
市
町
村
が
骨
髄
提
供

者
に
補
助
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
を
設
け
て
い
き
た
い
。
普
及
啓

発
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用

し
て
効
果
的
な

活
動
を
展
開
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
要

援
護
者
の
避
難

対
策
、
定
時
制

高
校
の
役
割
な

ど
も
質
問
）

議
員　

人
格
形
成
上
、
児
童
生
徒
が
文

化
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
は
大
変
重
要
で

あ
る
。
県
内
の
素
晴
ら
し
い
財
産
を
生

か
し
、
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
ど

の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

県
立
美
術
館
や
博
物
館
の
魅

力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け

る
取
り
組
み
を
充
実
し
、
児
童
生
徒
が

優
れ
た
文
化
芸
術
を
鑑
賞
・
体
験
す
る

機
会
を
数
多
く
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

心
の
教
育
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
読

書
量
の
確
保

に
向
け
た
取

り
組
み
、
県

道
取
手
つ
く

ば
線
の
酒
詰

交
差
点
改
良

な
ど
も
質
問
）

八島　功男 議員
公 　 明 　 党
土 浦 市 選 出

一括方式

川口　政弥 議員
自民県政クラブ
取 手 市 選 出

一括方式

鈴木　定幸 議員
いばらき自民党
常陸大宮市選出 

一括方式

髙橋　勝則 議員
いばらき自民党
古 河 市 選 出  

一括方式

　

地
球
規
模
の
気
候
変
動
な
ど
に
よ
り
、
県
民
生
活
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
容
し
て
お
り
、
台
風
や
竜
巻
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、

大
雪
な
ど
の
異
常
気
象
が
多
発
す
る
な
ど
、
県
民
の
安
全
・
安
心

な
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
近
年
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
竜
巻
、
昨
年
九
月
の
関
東
・

東
北
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
本
県
に
お
い
て
も
、
人
的
・
物
的
両
面

に
お
い
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
災
害
対
策
の
重
要
性
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
で
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
や
大
規
模
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
集

積
な
ど
、
企
業
立
地
や
企
業
活
動
が
進
展
を
見
せ
る
中
、
そ
の
よ

う
な
場
所
で
火
災
な
ど
の
事
故
に
見
舞
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
そ
の
被
害
は
従
前
に
も
増
し
て
甚
大
な
も
の
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
規
模
災
害
発
生
の
蓋
然
性
が
高
ま
る
状
況
下
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の

対
策
の
強
化
は
、
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
議
会
で
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
大
規

模
災
害
対
策
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
「
大

規
模
災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」
を
三
月
二
十
四
日
の
本
会
議

で
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
構
成
は
十
五
名
で
、
次
の
通
り
で
す
。

大
規
模
災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会

世
界
湖
沼
会
議
の
意
義
と
取
り
組
み

鬼
怒
川
決
壊
に
み
る
土
木
行
政
の

今
後

県
産
木
材
の
認
証
制
度

地
方
創
生
に
お
け
る
総
合
戦
略
な
ど

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
充
実

就
学
前
教
育
の
充
実

骨
髄
移
植
の
推
進

河
川
の
防
災
対
策
の
強
化
と

宮
戸
川
の
整
備

委
員
長　
　

細
谷　
　

典
幸

副
委
員
長　
　

神
達　
　

岳
志

委　
　

員　
　

葉
梨　
　
　

衛

　

 

〃　
　
　

  

西
條　
　

昌
良

　

 

〃　
　
　

  

飯
塚　
　

秋
男

　

 

〃　
　
　

  

常
井　
　

洋
治

　

 

〃　
　
　

  

本
澤　
　
　

徹

　

 

〃　
　
　

  

先
﨑　
　
　

光

    

委　
　

員　
　

島
田　
　

幸
三

　

 

〃　
　
　

  

鈴
木　
　
　

将

　

 

〃　
　
　

  

磯
崎　
　

達
也

　

 

〃　
　
　

  

飯
田　
　

智
男

　

 

〃　
　
　

  

佐
藤　
　

光
雄

　

 

〃　
　
　

  

井
手　
　

義
弘

　

 

〃　
　
　

  

山
中　

た
い
子

　平成27年第4回定例会の録画映像からご覧にな
れます。
　YouTubeの県議会チャンネルには、県議会ホー
ムページから入ることができます。
　なお、県議会ホームページでも、本会議および
予算特別委員会の生中継、録画映像の配信を行っ
ています。
http://www.pref.ibaraki.jp/gikai/

YouTube による本会議および予
算特別委員会の録画映像の配信を
はじめました。

ことば ※【小1プロブレム】…小学校に入学したばかりの1年生が、集団行動がとれない、授業中に座っていられないなど、学校生活になじめない状態が続くこと。

文化芸術活動の拠点施設で
ある県近代美術館

鬼怒川堤防の本復旧状況
第15回世界湖沼会議の様子
（イタリア　ペルージャ）

宮戸川（古河市）における応急復旧工事の状況
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若
者
の
雇
用
対
策
の
推
進

議
員　

非
正
規
雇
用
は
正
規
雇
用
と
比

較
し
て
賃
金
格
差
が
大
き
く
、
未
婚
化

や
少
子
化
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
が
、

若
者
の
正
規
雇
用
化
へ
の
支
援
を
ど
う

推
進
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

県
内
経
済
団
体
へ
の
新
卒
採
用

枠
の
拡
大
要
請
や
若
者
の
正
規
雇
用
に

意
欲
的
な
企
業
に
よ
る
就
職
面
接
会
の

開
催
な
ど
に
よ
り
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、

新
た
に
若
者
正
規
雇
用
化
支
援
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。
加
え

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
振
興
策
も
講
じ

正
規
雇
用
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

野
生
鳥
獣
、
特
に
鳥
類
に
よ
る

レ
ン
コ
ン
の
被
害
は
深
刻
で
あ
り
、
被

害
金
額
は
毎
年
四
億
円
前
後
と
な
っ
て

い
る
。
鳥
類
の
生
態
を
さ
ら
に
研
究
し
、

対
策
を
練
っ
て
い
く
べ
き
だ
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

県
で
は
、
茨
城
大
学

と
協
力
し
て
水
鳥
の
実
態
を
解
明
す
る

調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

併
せ
て
、
つ
く
ば
の
研
究
機
関
の
調
査

結
果
を
活
用
す
る
な
ど
レ
ン
コ
ン
の
生

産
性
と
自
然
環
境
に
も
配
慮
し
た
新
た

な
被
害
防
止
策
も
検
討
し
て
い
く
。

 

投
票
率
の
向
上

議
員　

今
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら

選
挙
権
年
齢
が
十
八
歳
以
上
に
な
る
予

定
だ
が
、
投
票
率
向
上
の
取
り
組
み
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

二
月
に
県

内
全
域
で
十
八
歳
選
挙
権
啓
発
統
一

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
が
、
家
庭
に

お
い
て
親
子
で
投
票
の
意
義
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
な
啓
発
も
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
投
票
環
境
の
整
備
の
た
め
、
駅
や

商
業
施
設
、
大
学
な
ど
へ
の
期
日
前
投

票
所
の
設
置
を
市
町
村
に
働
き
掛
け
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
待

機
児
童
ゼ
ロ
の

早
期
実
現
、
国

民
健
康
保
険
の

安
定
的
な
運
営

の
確
保
な
ど
も

質
問
）

議
員　

本
年
五
月
の
Ｇ
７
茨
城
・
つ
く

ば
科
学
技
術
大
臣
会
合
を
契
機
に
、
つ

く
ば
の
景
観
づ
く
り
の
た
め
、
街
路
樹

の
計
画
や
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を

策
定
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

土
木
部
長　

街
並
み
と
も
調
和
し
た

新
し
い
道
路
景
観
を
街
路
樹
で
創
り

出
す
た
め
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
街
路
樹

の
維
持
・
再
生
の
た
め
の
計
画
を
策
定

し
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
茨

城
県
総
合
計

画
、
世
界
湖

沼
会
議
の
取

り
組
み
な
ど

も
質
問
）

 
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
活
用

議
員　

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
、
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
が
制
度
を
十

分
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

相
談
支
援
の
窓
口
に

生
活
困
窮
者
の
情
報
を
把
握
す
る
各
課

と
の
さ
ら
な
る
連
携
を
働
き
掛
け
る
ほ

か
、
就
労
支
援
な
ど
の
任
意
事
業
に
つ

い
て
県
所
管
の
町
村
部
で
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
各
市
に
共
同
実
施
を
働
き

か
け
る
な
ど
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

筑
西
・
下
妻
二
次
保
健
医
療
圏

※
の
人
口
十
万
人
当
た
り
の
医
師
数
は
、

県
平
均
に
も
程
遠
い
状
況
に
あ
る
。
新

中
核
病
院
と
桜
川
市
立
病
院
の
整
備
に

よ
る
医
療
体
制
の
充
実
に
向
け
て
、
県

と
し
て
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

両
病
院
の
平
成
三
十

年
十
月
の
開
院
目
標
を
見
据
え
、
ハ
ー

ド
面
の
整
備
に
併
せ
て
、
今
後
重
要
性

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
医
師
や
看

護
師
の
確
保
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に

つ
い
て
、
筑
西
・
桜
川
両
市
に
対
し
て

最
大
限
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

県
で
は
、
窯
業
指
導
所
の
人
材

育
成
体
制
を
一
新
し
、
四
月
か
ら
県
立

笠
間
陶
芸
大
学
校
を
開
校
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
笠
間
焼
の
担
い
手
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
新
た
な
人
材
育

成
内
容
と
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
は
。

商
工
労
働
部
長　

多
様
な
技
法
や
大
物

の
制
作
な
ど
も
本
格
的
に
学
べ
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
磁
器
の
制
作
も
取

り
入
れ
る
。
ま
た
、
常
勤
の
特
任
教
授

に
つ
い
て
は
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
二

名
の
若
手
陶
芸

作
家
を
採
用
し

て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
気
候

変
動
の
影
響
へ

の
適
応
、
本
県

の
花
き
振
興
な

ど
も
質
問
）

 

自
動
車
盗
難
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

議
員　

本
県
は
自
動
車
盗
難
の
人
口
十

万
人
当
た
り
の
犯
罪
率
が
全
国
ワ
ー
ス

ト
一
位
で
あ
り
、
地
元
県
西
地
域
で
も

多
発
し
て
い
る
。
今
後
、
自
動
車
盗
難

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

警
察
本
部
長　

盗
難
防
止
器
具
な
ど
の

広
報
啓
発
や
関
係
団
体
な
ど
と
自
動
車

盗
難
防
止
対
策
会
議
を
開
催
し
、
官
民

一
体
の
抑
止
対
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、

組
織
的
犯
行
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
捜
査

の
強
化
な
ど
県

警
察
の
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
水

田
農
業
の
確
立
、

県
道
筑
西
つ
く

ば
線
の
整
備
な

ど
も
質
問
）

外塚　　潔 議員
いばらき自民党
かすみがうら市選出

一括方式

新
中
核
病
院
な
ど
の
整
備
に
よ
る

医
療
提
供
体
制
の
充
実

水柿　一俊 議員
いばらき自民党
筑 西 市 選 出

一括方式

佐藤　光雄 議員
民　　進　　党
水 戸 市 選 出

一括方式

村上　典男 議員
いばらき自民党
笠 間 市 選 出  

一括方式

笠
間
焼
の
担
い
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

つ
く
ば
の
景
観
づ
く
り

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
へ
の

対
策

ことば ※【保健医療圏】…一次保健医療は「通院できる程度の疾病に対する医療」、二次保健医療は「一般的な入院が必要な医療」、三次保健医療は「高度・特殊な医療」であり、それぞれ県が医
療圏を定めている。

　

二
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け

て
、
福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
群

馬
・
新
潟
五
県
議
会
議
長
会
を

本
県
の
水
戸
市
と
つ
く
ば
市
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
各
県
に
関
連

す
る
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
情

報
、
意
見
を
交
換
し
、
各
県
議

会
の
活
性
化
、
県
勢
の
発
展
お

よ
び
五
県
地
域
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
、

地
方
自
治
体
の
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
る
「
地
方
創
生
」
を

テ
ー
マ
に
、
本
県
の
小
川
一
成

議
長
と
川
津
隆
副
議
長
を
は
じ

め
、
五
県
の
正
副
議
長
や
議
会

事
務
局
長
な
ど
が
出
席
し
、
協

議
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
初
め
に
開
催
県

を
代
表
し
、
本
県
の
小
川
議
長

よ
り
、「
地
方
創
生
は
、
全
国

の
地
方
自
治
体
が
相
互
に
限
ら

れ
た
資
源
と
知
恵
を
共
有
し
、

県
境
を
超
え
て
連
携
す
る
こ
と

が
有
効
、
か
つ
、
不
可
欠
で
あ

り
、
こ
の
会
議
に
よ
り
五
県
相

互
の
理
解
と
連
携
を
よ
り
一
層

深
め
た
い
」
と
の
開
会
の
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
方
創
生
」
に
関

す
る
協
議
で
は
、
初
め
に
、
内

閣
府
地
方
創
生
推
進
室
次
長
の

麦
島
健
志
氏
か
ら
、「
広
域
連

携
で
進
め
る
地
方
創
生
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
域
連
携

の
有
効
性
な
ど
に
つ
い
て
ご
講

演
を
い
た
だ
い
た
後
、
各
県
か

ら
地
方
創
生
に
関
す
る
取
り
組

み
に
関
す
る
説
明
を
行
い
、
そ

れ
ら
を
基
に
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
最
先
端
科
学
技
術

の
集
積
す
る
つ
く
ば
市
で
視
察

を
行
い
、
初
め
に
、
つ
く
ば
市

役
所
で
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
街
つ
く

ば
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
導
入
し
て

い
る
セ
グ
ウ
ェ
イ
の
試
乗
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
視
察
先
で
あ
る

「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
エ
ア
つ

く
ば
」
で
は
、
産
業
技
術
総
合

研
究
所
で
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
最
先
端
科
学
技
術
の
研

究
成
果
に
関
す
る
展
示
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
新
潟
五
県

議
会
議
長
会
を
開
催

盗難防止用タイヤロック（左）とハンドルロック（右）

大好きいばらき就職面接会の様子
新たな被害防止策が求めら
れるハス田

４月に開校した県立笠間陶芸大学校

開会の挨拶を行う小川一成議長

セグウェイの試乗を行う小川議長

一般質問（要旨）
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ことば ※【自主防災組織】…自分たちの地域で、自分たちでできる防災活動を行うために結成される組織。
※【防災士】…ＮＰＯ法人日本防災士機構が認証する民間資格であり、社会のさまざまな場で、減災と社会の防災力向上のための活動が期待され、かつ、そのために十分な意識や知識などを有する者。
※【歳計現金】…県の歳入歳出に属する現金のこと。

本
澤
徹
委
員
（
自
民
）　

こ
れ
か
ら
の
農
業

関
係
高
校
は
、
本
県
農
業
に
夢
を
持
て
る
特

色
あ
る
取
り
組
み
の
展
開
な
ど
に
よ
り
、
魅

力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

県
内
の
農
業
関
係
高
校
の
魅
力
づ
く
り
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　

学
校
独
自
の
取
り
組
み
に
加
え
、

二
十
七
年
度
か
ら
共
通
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

「
い
ば
ら
き
ア
グ
リ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
を
立

ち
上
げ
、
農
業
関
係
高
校
全
体
で
農
産
物
・

加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
る
。
こ

う
し
た
魅
力
あ
る
教
育
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
入
学
者
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
農

業
を
学
ぶ
誇
り
や
自
信
を
育
み
本
県
農
業
の

将
来
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
処
理
、
鉾
田

海
岸
の
侵
食
対
策
な
ど
も
質
問
）

長
谷
川
修
平
委
員
（
民
進
）　

県
職
員
数
に

占
め
る
非
正
規
職
員
の
割
合
が
増
え
る
中
、

行
政
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
的
確
に
対
応
す
る

に
は
、
非
正
規
職
員
と
正
規
職
員
と
の
バ
ラ

ン
ス
、
そ
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
併
せ
て
、
非
正
規
職
員
の

や
る
気
を
引
き
出
す
た
め
に
も
、
雇
用
期
間

の
安
定
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

業
務
内
容
な
ど
に
応
じ
た
最
適
な
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
機
能
的
な
体
制
構
築
を
図

り
、
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
る
。
ま
た
、

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
雇
用
期
間
は
法
令
な

ど
に
基
づ
き
定
め
て
い
る
が
、
国
に
お
け
る

働
き
方
改
革
の
動
向
を
注
視
し
、
県
と
し
て

も
処
遇
の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
十
八
歳
選
挙
権
導
入
に
伴
う
高
校

生
の
政
治
活
動
、
県
北
振
興
な
ど
も
質
問
）

長
谷
川
重
幸
委
員
（
自
民
）　

農
業
の
分
野

に
お
い
て
も
、
北
関
東
三
県
で
有
効
に
連
携

を
取
り
、
お
互
い
に
農
業
の
振
興
に
共
同
で

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

平
成
二
十
七
年
度
は
本
県

で
農
産
物
の
輸
出
に
係
る
鮮
度
保
持
実
証
試

験
を
栃
木
県
、
群
馬
県
と
と
も
に
実
施
し
た
。

二
十
八
年
度
は
試
験
結
果
を
踏
ま
え
た
各
種

検
証
を
行
う
際
に
、
両
県
に
呼
び
掛
け
る
と

と
も
に
、
両
県
の
事
業
に
も
参
加
し
て
い
く
。

ま
た
、
農
産
物
の
輸
出
以
外
で
も
、
技
術
開

発
に
関
す
る
会
議
の
開
催
や
稲
の
病
害
虫
対

策
な
ど
に
共
同
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後

と
も
、
積
極
的
に
連
携
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
対
応
策
、
伝
統
文
化

の
継
承
・
発
展
な
ど
も
質
問
）

飯
田
智
男
委
員
（
自
県
ク
）　

自
主
防
災
組

織
※
や
県
民
一
人
一
人
の
自
助
の
強
化
に
向

け
て
、
多
く
の
県
民
が
防
災
士
※
の
資
格
を

取
得
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、
防
災
士
資
格

の
普
及
啓
発
や
資
格
取
得
者
の
増
加
を
目
指

し
て
、
県
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

本
県
の
平
成
二
十
八
年
二

月
末
現
在
で
の
防
災
士
登
録
数
は
二
千
二
百

七
十
五
人
と
少
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用

し
て
防
災
士
の
重
要
性
を
周
知
す
る
ほ
か
、

地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
、
い
ば

ら
き
防
災
大
学
の
定
員
や
開
催
場
所
の
増
加

に
よ
り
受
講
者
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
防
災

士
の
資
格
取
得
者
の
増
加
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
、

住
民
へ
の
防
災
情
報
の
発
信
な
ど
も
質
問
）

田
口
伸
一
委
員
（
自
民
）　

動
物
愛
護
の
推

進
に
は
、
愛
護
施
設
の
整
備
や
譲
渡
事
業
の

拡
充
な
ど
の
「
出
口
対
策
」
の
充
実
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
「
入
口
対
策
」
と
し
て
の
県

民
の
意
識
改
革
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
動
物

愛
護
の
「
入
口
対
策
」
に
関
す
る
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

一
生
涯
に
わ
た
っ
て
犬
猫

を
飼
い
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
犬
猫

の
販
売
業
者
に
は
適
正
飼
育
に
つ
い
て
購
入

者
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
、
譲
渡
を

受
け
る
方
お
よ
び
多
頭
飼
育
者
に
は
適
正
飼

育
に
向
け
て
指
導
し
て
い
く
。
ま
た
、
県
民

の
意
識
改
革
の
た
め
、
市
町
村
、
関
係
団
体

お
よ
び
動
物
愛
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
得
な
が
ら
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
今
後
の

米
政
策
、
水
田
の
基
盤
整
備
な
ど
も
質
問
）

石
井
邦
一
委
員
（
自
民
）　

人
口
減
少
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
り
、
早
急
に
有
効

な
手
段
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ

の
た
め
に
は
、
ど
こ
に
問
題
点
が
あ
る
の
か
、

地
域
の
実
態
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
そ
の

上
で
対
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

平
成
二
十
八
年
度
は
、
人
口
減
少
な

ど
が
著
し
い
地
域
を
選
定
し
、
買
物
環
境
、

医
療
な
ど
の
現
状
や
不
便
に
感
じ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
生
活
環
境
に
関
す
る
実
態
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
を

基
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
的
な
組
み
合

わ
せ
や
官
民
の
役
割
分
担
、
事
業
の
採
算
性

な
ど
施
策
の
具
体
化
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
構
想
の
推
進
、
茨
城
県
の

伝
統
産
業
の
活
性
化
な
ど
も
質
問
）

戸
井
田
和
之
委
員
（
無
所
属
）　

茨
城
空
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
常
磐
道
の
石

岡
小
美
玉
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と

空
港
を
結
ぶ
道
路
が
事
業
化
さ
れ
た
が
、
今

後
の
整
備
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

昨
年
十
一
月
以
降
、
地
元
説
明

会
や
用
地
測
量
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
用
地
買
収
に
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
首
都
圏
に
お
い

て
大
幅
な
増
加
が
予
測
さ
れ
る
国
際
線
の
航

空
需
要
を
取
り
込
む
た
め
に
も
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
開
通
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
認
識

し
て
お
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
茨
城
国
体
も
見
据
え
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
道
路
の
維
持
補
修
、
信
号
機
の

新
設
な
ど
も
質
問
）

山
中
た
い
子
委
員
（
共
産
）　

太
陽
光
発
電

に
つ
い
て
は
、
自
然
や
景
観
を
壊
す
と
と
も

に
、
住
民
の
安
全
に
も
関
わ
る
重
大
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
本
県
で
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
す
る
方
針
だ
が
、
景
観
、
観
光
、
生
活

環
境
へ
の
配
慮
や
地
元
へ
の
説
明
と
同
意
を

得
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
小
規
模
な
施

設
や
法
律
上
の
許
認
可
を
必
要
と
し
な
い
施

設
に
も
対
応
で
き
る
県
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
立
地
を
避
け

る
べ
き
エ
リ
ア
な
ど
の
指
定
や
地
元
住
民
へ

の
説
明
の
実
施
、
安
全
な
施
工
管
理
な
ど
、

景
観
や
観
光
面
、
防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
対
応
で
き
る
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
小
中
一
貫
教
育
、
豪
雨
災
害
対

策
と
支
援
策
な
ど
も
質
問
）

八
島
功
男
委
員
（
公
明
）　

積
立
基
金
や
歳

計
現
金
※
を
一
体
的
に
ま
と
め
る
な
ど
し
て
、

金
額
の
増
加
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
、
資
金
運
用
の
多
様
化
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
運
用
先
の
多
様
化
に
つ
い
て

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長　

預
金
に
つ
い
て
は
、
引
き
合
い

に
参
加
す
る
金
融
機
関
の
範
囲
や
預
金
枠
の

拡
大
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
積
立
基
金
の
債

券
運
用
に
お
け
る
毎
年
度
の
買
い
増
し
の

ペ
ー
ス
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
ほ
か
、
新
し
い
資
金
運
用
の
方
法
に
つ
い

て
も
他
県
の
先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
検
討

し
、
運
用
先
の
多
様
化
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

と
働
き
方
の
改
革
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
行
政

事
務
に
お
け
る
活
用
も
質
問
）

石
田
進
委
員
（
自
民
）　

不
登
校
児
童
・
生

徒
へ
の
対
応
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
な
ど
に
寄
与
す
る
ス
ポ
ー
ツ

は
大
変
重
要
と
考
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
児
童
の
人
間
的
基
礎
づ
く
り
の
機
会
を
積

極
的
に
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
他
者
と
の
人

間
関
係
の
構
築
な
ど
は
、
不
登
校
の
未
然
防

止
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
今
後
は
、
小

学
生
が
で
き
る
だ
け
多
く
ス
ポ
ー
ツ
に
出
会

え
る
機
会
を
増
や
す
た
め
、
県
体
育
協
会
な

ど
と
連
携
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
学
校

体
育
の
一
層
の
充
実
も
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
を
踏
ま

え
た
高
等
学
校
と
後
援
会
な
ど
の
関
わ
り
方
、

水
産
業
に
お
け
る
輸
出
促
進
な
ど
も
質
問
）

お 知 ら せ

月日 曜 議 事 予 定

6 . 6 月 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

7 火 休会（議案調査）
8 水 休会（議案調査）

9 木 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

10 金 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

11 土
12 日

13 月
議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、

議案常任委員会付託）

14 火 休会（委員会審査準備）

15 水 休会（常任委員会）

16 木 休会（常任委員会）

17 金 休会（大規模災害対策調査特別委員会）
18 土
19 日

20 月 休会（国体・障害者スポーツ大会推進調査特別委員会）

21 火 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

　次回の、平成28年第2回定例会は、6月6日
から21日までの16日間の会期日程で開催
される予定です。

予 算 特 別 委 員 会

本ほ
ん
ざ
わ澤　

　
　

徹
と
お
る（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

長は
せ
が
わ

谷
川　

修
し
ゅ
う
へ
い平（

民　
　

進　
　

党
）

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男（

自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

田た
ぐ
ち口　

　

伸し
ん
い
ち一（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

石い
し
い井　

　

邦く
に
か
ず一（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

戸と

い

た
井
田　

和か
ず
ゆ
き之（

無　
　

所　
　

属
）

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ
（
日
本
共
産
党
）

八や
し
ま島　

　

功い
さ
お男（

公　
　

明　
　

党
）

石い
し
だ田　

　
　

進
す
す
む（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者
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総務企画委員会

防災環境商工委員会

保健福祉委員会

常任委員会の審査から
問　

茨
城
県
北
芸
術
祭
の
成
功
に

向
け
て
、
地
元
市
町
と
の
連
携
や

県
民
参
加
が
重
要
と
な
る
が
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

答　

今
後
、
展
示
プ
ラ
ン
が
具
体

化
し
て
い
く
中
で
情
報
提
供
に
努

め
つ
つ
、
市
町
と
の
連
携
を
進
め

る
と
と
も
に
、
作
品
制
作
や
運
営

補
助
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
な
ど
も
行
っ
て
い
く
。
ま

た
、
地
元
が
行
う
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
支
援
し
て
い
く
。

問　

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
実
施

す
る
、
ふ
る
さ
と
県
民
登
録
制
度

に
お
け
る
「
ふ
る
さ
と
県
民
パ
ス

ポ
ー
ト
」
の
内
容
は
。

答　

東
京
圏
の
住
民
な
ど
を
対
象

に
「
い
ば
ら
き
ふ
る
さ
と
県
民
」

と
し
て
登
録
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を

発
行
す
る
。
登
録
者
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
特
典
を
付
与
し
、
本
県
へ
の

継
続
的
な
訪
問
や
滞
在
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
本
県
へ
の
二
地
域
居

住
や
移
住
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　

茨
城
空
港
は
、

東
日
本
大
震
災
直

後
に
、
成
田
、
羽

田
空
港
に
入
れ
な

か
っ
た
航
空
機
が

給
油
の
た
め
に
利

用
す
る
な
ど
、
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高

い
空
港
で
あ
る
。
今
後
、
ど
の
よ

う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答　

首
都
圏
第
三
の
空
港
と
し
て

利
用
者
が
増
加
し
、
路
線
も
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
内
へ
の
観

光
や
宿
泊
な
ど
の
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
が
波
及
す
る
よ
う
、
茨
城

空
港
の
利
用
促
進
に
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　

新
た
に
設
置
す
る
茨
城
県
公

共
施
設
長
寿
命
化
等
推
進
基
金
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。

答　

本
基
金
は
、
財
政
負
担
の
平

準
化
を
図
り
な
が
ら
、
計
画
的
に

施
設
の
修
繕
な
ど
を
実
施
し
て
い

く
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
、
大
規
模
施
設
の
改

修
の
集
中
な
ど
に
よ
り
一
般
財
源

が
不
足
す
る
場
合
に
、
取
り
崩
し

を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
新
し
い
県
総
合
計
画
、

茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
指
針
な

ど
も
質
問
）

問　

学
生
な
ど
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

や
地
元
へ
の
定
着
を
図
る
た
め
に

は
、
企
業
を
含
め
た
地
域
に
関
す

る
情
報
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
取

り
組
み
は
。

答　

地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
情
報
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
就

職
応
援
サ
イ
ト
を
拡
充
し
、
生
活

情
報
や
県
内
企
業
五
百
社
以
上
の

情
報
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
し
た
若
手

社
員
の
情
報
も
含
め
て
、
的
確
に

発
信
し
て
い
く
。

問　

県
と
し
て
、
サ
イ
バ
ー
ダ
イ

ン
社
に
続
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

今
後
の
方
向
性
は
。

答　

今
回
策
定
す
る
「
茨
城
県
産

業
活
性
化
に
関
す
る
指
針
」
に
お

い
て
は
、
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
活
力
あ

る
産
業
の
形
成
と
雇
用
の
場
の
確

保
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、「
い
ば
ら
き
新
産
業
創
出

フ
ァ
ン
ド
」
の
活
用
に
よ
り
、
資

金
面
か
ら
も
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問　

地
域
防
災
力
の
強
化
に
お
い

て
は
、
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の

た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏

ま
え
、
県
地
域
防
災
計
画
に
「
女

性
へ
の
配
慮
」
に
つ
い
て
記
載
を

設
け
た
ほ
か
、
自
主
防
災
活
動
を

支
援
す
る
平
成
二
十
七
年
度
の

「
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

に
お
い
て
は
、
地
域
防
災
活
動
へ

の
女
性
の
関
わ
り
に
つ
い
て
講
話

を
実
施
し
て
い
る
。

問　

第
十
七
回
世
界
湖
沼
会
議
の

本
県
開
催
に
向
け
て
、
市
民
活
動

を
活
性
化
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

市
民
団
体
の
活
動
を
発
表
で

き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
会
議

に
取
り
入
れ
た
い
こ
と
か
ら
、
で

き
る
だ
け
早
い
う
ち
に
、
団
体
を

集
め
て
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

意
見
や
要
望
を
伺
う
な
ど
、
市
民

活
動
を
活
発
化
さ
せ
な
が
ら
開
催

準
備
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
活
用
、
不
法
投
棄
対
策
な

ど
も
質
問
）

問　

四
月
か
ら
組
織
再
編
に
よ
り

新
た
に
子
ど
も
政
策
局
が
設
置
さ

れ
る
が
、
そ
の
目
的
と
業
務
と
は
。

答　

結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、
育
児

と
い
う
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い

て
、
よ
り
効
果
的
な
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
整
備
を
進
め
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
生
活
支
援
や
学
習
支

援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
重
点

的
に
取
り
組
む
。
併
せ
て
、
関
連

施
策
を
推
進
す
る
他
部
局
と
の
連

携
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。

問　

地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る
た

め
、
介
護
施
設
の
整
備
に
併
せ
、

在
宅
医
療
や
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
必
要
だ
が
、
体
制
整
備
に
向

け
た
県
の
取
り
組
み
は
。

答　

現
在
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

在
宅
医
療
と
介
護
の
専
門
職
間
の

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
や
情
報

の
共
有
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
在
宅
医
療
と
介
護
と
の
連
携

強
化
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
成
果
を
県
内
に
広
め
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

問　

県
立
中
央
病
院
は
、
婦
人
科

の
が
ん
治
療
の
拠
点
と
い
う
位
置

付
け
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
所
見
は
。

答　

婦
人
科
が
ん
患
者
数
が
急
激

に
伸
び
て
い
る
中
、
県
立
中
央
病

院
は
、
県
北
・
県
央
地
域
で
本
格

的
に
婦
人
科
が
ん
を
診
る
こ
と
の

で
き
る
唯
一
の
施
設
で
あ
る
。
婦

人
科
腫
瘍
専
門
医
が
三
名
お
り
、

手
術
枠
を
増
や
し
て
、
待
ち
時
間

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

県
立
中
央
病
院
の
地
域
連
携

シ
ス
テ
ム
に
は
、
市
内
で
は
十
四

の
医
療
機
関
が
参
加
し
て
い
る
が
、

利
用
頻
度
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

Ｐ
Ｒ
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

利
用
促
進
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

答　

患
者
の
紹
介
・
逆
紹
介
の
件

数
の
多
寡
で
利
用
実
績
に
違
い
が

あ
る
。
シ
ス
テ
ム
で
は
、
カ
ル
テ

情
報
お
よ
び
放
射
線
画
像
を
提
供

し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
利
用

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
は
薬

局
へ
の
利
用
拡
大
も
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
障
害
者
の
就
労
、
産

科
再
開
の
状
況
な
ど
も
質
問
）

県北6市町において開催される
茨城県北芸術祭

本県の就職応援サイトにおける企業情報

放課後子ども教室での活動の様子

結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、
育
児
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

新
た
に
設
置
さ
れ
る

子
ど
も
政
策
局
の
目
的
と
は

就
職
応
援
サ
イ
ト
を
拡
充
し
、

的
確
に
情
報
発
信
し
て
い
く

茨
城
県
北
芸
術
祭
の
成
功
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
は

地
元
へ
の
情
報
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
な
ど
を
行
う

学
生
な
ど
に
地
域
の
情
報
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
は
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農林水産委員会

土木企業委員会

文教警察委員会

問　

新
し
い
茨
城
農
業
改
革
大
綱

を
策
定
中
と
聞
い
て
い
る
が
、
本

県
の
農
林
水
産
業
の
今
後
の
展
望

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

今
後
は
、
人
口
減
少
な
ど
に

よ
る
食
料
需
要
の
減
少
や
産
地
間

競
争
の
激
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
消
費
者
の
目
線
に
立
っ
た

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
進
め
、「
人
と

産
地
が
輝
く
、
信
頼
の
い
ば
ら
き

ブ
ラ
ン
ド
」
を
目
指
し
て
い
く
。

問　

日
本
穀
物
検
定
協
会
に
よ
る

コ
メ
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い

て
、
本
県
で
は
平
成
十
九
年
か
ら

特
Ａ
評
価
が
取
得
で
き
て
い
な
い

が
、
そ
の
要
因
と
対
策
は
。

答　

要
因
は
、
炊
飯
時
の
ツ
ヤ
不

足
と
聞
い
て
い
る
が
、
温
暖
化
の

影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
本
県
で
は

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
技
術
改
善

に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
は
さ
ら
な
る
対
応
策
を

検
討
し
、
特
Ａ
評
価
の
早
期
取
得

を
目
指
し
て
い
く
。

問　

農
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
す
る
た
め
、
産
学
官
連
携
な
ど

に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
県
を
目
指

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

水
田
農
業
で
は
、
水
位
管
理

や
収
量
の
自
動
測
定
の
実
証
を
行

う
な
ど
、
農
業
の
低
コ
ス
ト
化
の

実
現
に
向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
つ

く
ば
市
に
あ
る
農
業
・
食
品
産
業

技
術
総
合
研
究
機
構
と
定
期
的
に

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
う
し
た
筑
波
研
究
学

園
都
市
の
優
位
性
を
最
大
限
生
か

し
な
が
ら
生
産
性
の
向
上
な
ど
を

図
っ
て
い
く
。

問　

本
県
水
産
物
の
輸
出
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

平
成
二
十
六
年
の
本
県
水
産

物
の
輸
出
額
は
、
冷
凍
物
を
中
心

に
約
三
十
一
億
円
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
今
後
は
、
冷
凍
物
の
ほ
か
、

加
工
品
や
霞
ヶ
浦
の
ワ
カ
サ
ギ
な

ど
の
鮮
魚
も
含
め
、
新
た
な
輸
出

品
目
を
発
掘
し
、
輸
出
の
拡
大
に

努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
関
東
・
東
北
豪
雨
に

お
け
る
被
災
農
地
の
集
積
促
進
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
よ
る
本
県
農
林
水

産
物
へ
の
影
響
額
な
ど
も
質
問
）

問　

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の

潮
来
Ｉ
Ｃ
か
ら
茨
城
空
港
北
Ｉ
Ｃ

間
の
進
捗
状
況
は
。

答　

潮
来
Ｉ
Ｃ
か
ら
（
仮
称
）
鉾

田
Ｉ
Ｃ
間
は
、
国
土
交
通
省
が
八

割
近
く
の
用
地
を
取
得
し
、
平
成

二
十
七
年
度
に
工
事
に
着
手
し
て

い
る
。
ま
た
、（
仮
称
）
鉾
田
Ｉ
Ｃ

か
ら
茨
城
空
港
北
Ｉ
Ｃ
間
は
、
東

日
本
高
速
道
路（
株
）が
九
十
八
％

の
用
地
を
取
得
し
て
お
り
、
全
線

で
着
工
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　

平
成
二
十
八
年
度
当
初
予
算

案
に
お
け
る
県
全
体
の
国
補
公
共

事
業
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
約
三

百
八
十
二
億
円
の
減
な
ど
と
な
っ

て
い
る
が
、
土
木
部
の
状
況
は
。

答　

土
木
部
に
お
け
る
直
轄
事
業

に
つ
い
て
は
、
圏
央
道
の
負
担
金

が
減
少
し
た
た
め
に
約
八
十
億
円

の
減
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県

単
公
共
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
道

路
緊
急
修
繕
や
河
川
の
減
災
対
策

な
ど
の
た
め
、
前
年
度
よ
り
約
十

六
億
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

問　

県
道
大
洗
友
部
線
の
茨
城
町

海
老
沢
か
ら
駒
場
ま
で
の
一
部
区

間
は
、
歩
道
が
無
く
狭
隘
で
あ
る
。

ま
た
、
中
学
校
の
通
学
路
で
あ
る

と
と
も
に
、
ほ
場
整
備
事
業
の
計

画
も
あ
る
。
こ
の
区
間
の
整
備
は
。

答　

小
学
校
の
通
学
路
に
指
定
さ

れ
て
い
る
区
間
は
お
お
む
ね
歩
道

を
設
置
済
み
で
あ
る
が
、
そ
の
他

の
区
間
に
つ
い
て
は
歩
道
が
な
い

な
ど
、
将
来
整
備
が
必
要
な
区
間

も
あ
る
の
で
、
ほ
場
整
備
事
業
と

併
せ
た
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
町

の
意
見
を
聞
き
検
討
し
て
い
く
。

問　

河
川
緊
急
減
災
対
策
事
業
に

お
け
る
土
砂
な
ど
の
撤
去
の
判
断

基
準
と
今
後
の
進
め
方
は
。

答　

河
道
断
面
の
う
ち
三
割
程
度

以
上
の
土
砂
な
ど
の
堆
積
を
撤
去

す
る
基
準
と
し
て
お
り
、
調
査
の

結
果
、
緊
急
的
に
対
策
を
要
す
る

箇
所
は
九
十
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
度
は
、
こ
の
う
ち

三
十
箇
所
の
対
策
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
今
後
の
三
年
間
で
実
施
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
三
の
橋
架
け
替
え
工

事
の
今
後
の
進
め
方
、
鮎
川
停
車

場
線
の
整
備
状
況
な
ど
も
質
問
）

問　

交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て

い
る
が
、
交
通
安
全
対
策
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

高
齢
者
や
子
供
、
運
転
者
な

ど
へ
の
交
通
安
全
教
育
に
力
を
入

れ
、
悪
質
・
危
険
な
運
転
者
へ
の

取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
と
と
も

に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
な
ど
、
県

民
の
ル
ー
ル
意
識
を
高
め
て
い
く
。

ま
た
、
通
勤
時
間
帯
の
制
服
警
察

官
の
立
哨
活
動
な
ど
、
県
民
が
安

心
を
感
じ
る
よ
う
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　

今
年
五
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｇ

７
茨
城
・
つ
く
ば
科
学
技
術
大
臣

会
合
に
お
い
て
は
、
警
備
対
策
が

重
要
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答　

会
合
の
円
滑
な
進
行
の
た
め

に
は
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
と
国
内

外
要
人
の
安
全
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
つ
く

ば
市
民
や
県
民
な
ど
の
理
解
と
協

力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
警
備

へ
の
協
力
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
広

報
媒
体
を
活
用
し
情
報
発
信
を

行
っ
て
お
り
、
会
合
の
成
功
に
向

け
警
備
の
万
全
を
期
す
。

問　

高
校
生
に
よ
る
県
議
会
傍
聴

は
大
変
良
い
機
会
と
考
え
る
が
、

学
校
で
の
教
育
に
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
の
か
。

答　

地
域
の
問
題
に
つ
い
て
県
議

会
で
ど
う
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か

を
直
接
聞
く
こ
と
は
良
い
経
験
で

あ
り
、
学
校
に
帰
っ
て
か
ら
も
う

一
度
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

今
後
と
も
よ
り
良
い
効
果
が
出
る

よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

問　

今
年
度
の
県
立
高
校
の
志
願

状
況
を
み
る
と
、
著
し
い
定
員
割

れ
が
生
じ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
地
域
か
ら
高
校
が

な
く
な
る
の
で
は
と
危
惧
す
る
が
、

今
後
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

学
校
は
地
域
の
文
化
や
産
業

を
継
承
し
て
い
く
上
で
極
め
て
大

切
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
地
元
と

連
携
し
な
が
ら
学
校
の
魅
力
を
発

信
す
る
な
ど
、
学
校
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
職
業
教
育
の
充
実
、

警
察
犬
の
積
極
的
な
活
用
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
も
質
問
）

消費者の目線に立ったブランド戦略を推進

用
地
の
取
得
が
進
み
、

全
線
で
工
事
に
着
手
し
て
い
る

本
県
農
林
水
産
業
の
今
後
の
展
望
は

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
推
進
す
る

交
通
安
全
対
策
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か

高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
教
育
や

取
締
り
の
強
化
に
努
め
る

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の

進
捗
状
況
は

茨城空港北ＩＣ（茨城町）付近の整備状況（東日本高速道路㈱提供）

高齢者を対象とした交通安全講習会の様子
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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

 
議
員
等
提
出

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
茨
城
県
議
会
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
一
件

◆
意
見
書

○
白
タ
ク
行
為
の
容
認
を
旨
と
し
た
規
制

改
革
の
自
粛
を
求
め
る
意
見
書

知
事
提
出

◆
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
十
二
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
六
件
）

◆
平
成
二
十
七
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
十
二
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
六
件
）

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
行
政
不
服
審
査
会
条
例

○
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
書
面
等
の

交
付
に
係
る
手
数
料
の
額
等
を
定
め
る

条
例

○
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
条
例

○
茨
城
県
地
方
活
力
向
上
地
域
等
に
お
け

る
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

○
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基

金
条
例

ほ
か
四
件

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
知
事
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
手
数
料
徴
収
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
茨
城
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
消
費
生
活
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
地
域
医
療
再
生
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
健
や
か
こ
ど
も
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
指
定
居
宅
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
十
三
件

◆
人
事

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

○
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
計
画
に
つ
い
て

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

○
法
人
に
対
す
る
出
資
に
つ
い
て

○
県
が
行
う
建
設
事
業
等
に
対
す
る
市
町

の
負
担
額
に
つ
い
て

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
十
一
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ
い
て

県議会の役割

県議会のしくみ

  県民の代表者による話し合いの場 
　私たちの住む茨城県を、より良い郷土にしていくためには、みんなで話し合い、
そして決めたことを実行していかなければなりません。しかし、県民全員が集まっ
て相談することは、実際には困難です。
　そこで、選挙によって代表者を選び、県民のために働いてもらう、という議会政
治の方法がとられ、県議会が設けられています。 
　県議会は、県民から選ばれた議員によって構成され、県民全体を幸福にするため
の方法について、話し合って決めています。なお、このような相談・決定の場を、
議事機関といいます。

  知事などの仕事を検査・調査 
　県議会で決められたことは、知事部局・教育委員会・公安委員会などにおいて、実
行に移されます。決められたことに基づき実際に仕事をする、これらのところを、執
行機関といいます。
　執行機関の仕事が適正なものか、決められた通りに進められているかどうかについ
て、県議会は検査・調査をする権限を持ち、事務の内容について確認しています。県
議会（議事機関）と執行機関は、それぞれ独立した機関として対等の立場にあり、互
いに協力して県政を運営しているところから、車の両輪に例えられています。

議決権：これは議会に与えられた最も重要な権限で、
大きく3つに分かれます。

①立法に関するもの
　県条例を定めたり、改正したり、廃止したりする
ことを決めます。
②財政に関するもの
　県の予算を決めたり、決算を認定したり、県の一
定基準以上の財産を取得または処分することを決め
ます。
③その他
　県が大事な契約をするとき、また市町村の合併を
決めるときなど、重要な事項については全て議会の
議決が必要です。
　また、県民から提出された請願を審査し、適当な
ものは県政に反映されるよう努めます。

検査権と調査権：議会で決めた通りに県が仕
事をしているかどうか検査し、調査する権限
です。必要に応じて執行機関に報告を請求
し、説明を聴取したり、関係人を呼んで証言
を求めたりすることができます。

同意権：副知事、教育長、教育委員会委員な
ど、重要な人事は知事が選任または任命する
前に議会の同意が必要となります。

意見書提出権：県民の利益に関することにつ
いて、議会の意思を意見書としてまとめ、国
会や関係行政機関に提出することができま
す。

選挙権：議長、副議長、選挙管理委員会委員
などを選挙します。

　議長、副議長とも議会の選挙によっ
て選ばれます。議長は議会の運営につ
いて法律や規則によって権限が与えら
れており、議会を代表します。副議長
は、議長が病気その他事故があるとき、
また議長が欠けたときに、議長の代わ
りを務めます。

　毎年決まった時期に開かれるのが定
例会です。通常2月、6月、9月、12月
の時期で年4回あり、県民の生活に深
い関わりのある県政の方針や、予算、
条例などを審議しています。また、臨
時会は必要があるときに開かれます。
なお、議会の招集は知事が行います。

主な権限 議長と副議長の役割

定例会と臨時会

  2本の柱（議事機関と執行機関） 

県議会の概要

議事機関

○
白
タ
ク
行
為
の
容
認
を
旨
と
し
た
規
制
改
革
の
自
粛
を
求
め
る
意
見
書

　
桜
井
富
夫
議
員
が
議
会
運
営
委
員
会
委
員
を
三
月
二
十
五
日
付
、
議
会
改
革
推
進

会
議
委
員
を
四
月
一
日
付
で
辞
任
し
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
両
委
員
に
葉
梨
衛
議

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

可
決
さ
れ
た
意
見
書

委
員
会
等
人
事
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予算特別委員会
　予算特別委員会は、県の予算を総
合的に検討し、予算審査の一体性を
確保するために設置される委員会で
す。議員改選後の最初の定例会で設
置され、それからは議員の任期中存
続します。
　委員定数は22人以内です。

調査特別委員会
　県政運営上特に重要であると判断
された場合、あるいは緊急の問題が
ある場合に、必要に応じて設置され
ます。

　議会運営の円滑化を図るため、
議会の運営に関する事項などにつ
いて協議するために設置される委
員会です。
　委員定数は10人です。

　県議会情報公開条例に基づい
て、公文書の開示決定などに対す
る不服申し立ての調査や議会広報
の充実についての調査などを行う
委員会です。
　委員定数は10人以内です。

決算特別委員会
　決算特別委員会は、予算の執行状
況が適正かどうかを審査するために
設置される委員会です。第２回定例
会（６月）で設置され、第４回定例会

（12月）において報告されます。

議案の審議

委員会の種類
特別委員会

議会運営委員会 情報委員会

茨城県議会議席表

 本会議、委員会、そして再度本会議へ 

　議員または知事から提出された議案は
本会議にかけられます。この本会議は全
議員で行われます。ここで議案その他必
要な事柄全てについて審議しますが、議
案は複雑なもの、専門的なものなどが多
く、簡単には決められません。
　そこで、より詳しく審査するために専
門の委員会が設けられています。この委
員会で審査された後※、さらに本会議で
再度審議されて採決されます。
※付託された議案のほか、委員会での審査の結果、
　議案を提出することもあります。

 議案についての質疑・県政についての質問
　議員は提出された議案について、疑問
や不明確な点をただすために、「質疑」
を行います。また県政一般について、執
行機関がどう取り組んでいるのか、今後
どのように対応するのかについて、「質
問」を行います。
　本会議では、質問・質疑が一括してな
されますが、議員個人の立場で行うのを
「一般質問」、会派を代表して行うのを
「代表質問」といいます。

  採決前に討論ができます
　議員が議案に賛成か、反対かの意見を
述べる機会が採決前に設けられます。こ
れが討論です。
  そして、採決へ
　徹底的に審議された後、いよいよ採決
の瞬間を迎えます。議案および請願の採
決は、普通は挙手によって賛成または反
対を表す挙手採決がとられますが、その
他の方法による場合もあります。なお、
会期中に審議不十分で採決できないとき
は、次の定例会まで所管の委員会で継続
審査されます。
  可決した議案について 

　県議会で議決した予算、条例をはじめ
とする会議の結果は、知事に送付されま
す。知事などの執行機関は、県議会で決
定したことに基づいて、実際の仕事を進
めていきます。また、県議会では、県だ
けでは解決できない問題については、国
をはじめとする行政機関に意見書を提出
して協力を求めたり、県議会の意思を明
確にするため、決議を行ったりしていま
す。

総務企画委員会
　行政組織・財政などの調整、税務
行政、市町村の振興、交通体系の整
備、土地利用の調整、県内各地域の
振興対策などのほか、他の常任委員
会の所管に属さない事項について調
査、審査します。
　委員定数は11人です。

防災環境商工委員会
　防災消防対策・消費者行政・原子
力安全対策・環境保全などの生活と
環境に関わる行政の推進や、商工業
の振興・中小企業の育成・観光レク
リエーション対策・雇用の確保・労
働者福祉の充実などの商工と労働に
関する事柄について調査、審査しま
す。
　委員定数は10人です。

保健福祉委員会
　社会福祉の向上や児童・高齢者・
心身障害児者などの福祉行政の推
進、また、医療の充実・健康の増進
などの保健対策などについて調査、
審査します。
　委員定数は11人です。

農林水産委員会
　農業・林業・畜産業・水産業の生
産性の向上と生産物の流通対策、土
地改良事業の推進、農業用水の整備
など、農林水産業振興のための事柄
について調査、審査します。
　委員定数は11人です。

土木企業委員会
　道路・街路の整備、河川・海岸の
保全、砂防施設・港湾の整備、都市
計画・公園整備・住宅建設など都市
基盤の充実、公共事業のための用地
取得などの土木事業、上水道および
工業用水道事業などについて調査、
審査します。
　委員定数は10人です。

文教警察委員会
　学校教育の充実・生涯学習の推進・
スポーツ活動や文化活動の推進など
教育文化行政に関わる事柄や、生活
の安全を確保するための交通安全対
策や治安の確保および国民体育大会・
全国障害者スポーツ大会の開催準備
に関することについて調査、審査し
ます。
　委員定数は10人です。

常任委員会
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1 関東・東北豪雨対応
○浸水対策特別緊急事業

今後５年間で緊急に対策を講じる必要のある
八間堀川などの築堤、護岸整備　

10億5,000万円
○治水直轄事業負担金

河川激甚災害対策特別緊急事業などを活用し
た鬼怒川などの集中的な改修 28億4,600万円

2 防災体制の強化
○緊急輸送対策強化事業

緊急輸送道路の整備や重要港湾の機能強化な
ど 173億1,600万円

○津波対策強化事業
海岸や河川河口部における堤防・護岸のかさ
上げなど 105億1,100万円

○大規模建築物等耐震化支援事業
民間の大規模建築物などに係る耐震診断費お
よび耐震改修費への助成 8,400万円

○防災倉庫整備事業
新たな備蓄計画の策定に伴い、増加する備蓄
量に対応するための防災倉庫の整備

1億6,400万円

○グローバルニッチトップ企業育成促進事業
地域の中核的な企業育成のための医療・介護
などの分野における研究開発・製品化・導入
促進までの一貫した支援 2億円

○ロボット等次世代技術実用化推進事業
ロボット産業の育成、次世代技術を活かした
中小企業の技術開発支援 1億1,500万円

○いばらきの産地パワーアップ支援事業
高収益作物などへの転換を図るために必要な
施設や農業用機械導入に対する支援 21億円

○畜産競争力強化対策事業
畜産経営体の収益性向上のための施設整備に
対する支援 7億2,000万円

○保育士修学資金等貸付事業
保育人材確保のための資金の貸付

13億5,000万円

○児童養護施設退所者等自立支援資金貸付事業
児童養護施設の退所者などを対象とした就
職・進学などを支援するための資金の貸付
　　　　　　　　　　　　　　2億1,600万円

○安心こども支援事業
健やかこども基金などを活用した認定こども
園などの整備に対する支援 10億8,000万円

○いばらき水素戦略推進事業
燃料電池自動車の普及促進に向けた移動式水
素ステーションの設置支援および県での車両
導入 1,600万円

○成長産業振興プロジェクト事業
県内の産学官が連携したいばらき成長産業振
興協議会の運営および輸出拡大支援員の設置

　4,600万円
○いばらき農産物ブランド力強化事業

本県農林水産物のイメージアップによるブラ
ンド化の推進 6,000万円

○ブランド豚肉生産拡大事業
新たなブランド豚肉の確立に向けた系統豚生
産体制の整備 6,000万円

○農地集積総合支援事業
農地中間管理機構が行う農地の集約化のため
の取り組み支援 21億円

○茨城県北芸術祭推進事業
「KENPOKU ART 2016　茨城県北芸術祭」
の開催に向けた作品制作や広報活動　

2億8,700万円
○空港就航対策利用促進事業

チャーター便の誘致促進やビジネス利用拡大
キャンペーンなどの実施 6億5,000万円

○結婚・わくわくキャンペーン推進事業
結婚相談体制の強化、結婚・子育てに温かい
社会づくりへの機運醸成 1億6,700万円

○小児医療費助成事業、妊産婦医療費助成事業
小児および妊産婦に対する医療費助成に係る
所得制限の緩和 31億3,100万円

○回復期病床整備促進事業
在宅復帰の支援やリハビリを行う回復期病床
の整備に対する支援 2億9,600万円

○老人福祉施設整備事業
高齢者プラン２１に基づく老人福祉施設の新
設、増築などに対する支援 23億4,000万円

○地域密着型老人福祉施設整備推進事業
住み慣れた地域での介護サービスを行うため
の小規模特別養護老人ホームの整備などに対
する支援 12億4,900万円

○生活困窮者自立支援事業
生活困窮者自立支援法に基づく自立相談や学
習支援の実施 5,200万円

○世界湖沼会議開催準備事業
平成３０年に本県で開催される第１７回世界
湖沼会議に向けた準備および機運醸成

1,200万円

○就学前教育・家庭教育推進事業
家庭教育を支援するポータルサイトの開設、
幼児教育の充実、訪問型支援の実施

2,000万円
○若手医師教育研修立県いばらき推進事業

若手医師を対象とする特訓ゼミの開催やシ
ミュレーション研修の実施 5,200万円

○女性・若者企画提案チャレンジ事業
女性や若者を中心とした地域活動団体による
企画立案への支援 1,100万円

○いばらき文化芸術創造・発信事業
文化芸術の鑑賞・体験機会の提供、移動展覧
会の開催 5,700万円

○伝統文化総合支援事業
最終補正予算で創設する文化振興基金を活用
した伝統文化の継承・発展の取り組みへの支
援 1,500万円

○第７４回国民体育大会事業
競技会場の整備を行う市町村に対する支援お
よび大会開催に向けた準備 9億8,500万円

○県営体育施設再編整備事業
本県開催の国民体育大会の会場となる県営体
育施設の改修など 31億5,800万円

歳  入  総  額

1兆1,208億200万円

歳  出  総  額

1兆1,208億200万円

歳　入

33.0％県税
3，694億8，700万円

4.3％
地方譲与税
478億5，200万円

1.2％

使用料及び手数料
178億6，600万円 1.6％

繰入金
137億4，100万円 0.7％

分担金及び負担金
84億5,100万円

17.0％地方交付税
1，911億1，000万円

11.3％国庫支出金
1，266億4,800万円

10.4％

県債
1，160億5，800万円

歳　出

0.4％その他
56億7，800万円

・労働費
・災害復旧費　
・議会費
・予備費

・財産収入  ・交通安全対策特別交付金
・地方特例交付金  ・繰越金  ・寄附金

3.4％総務費
380億5，700万円

24.8％教育費
2，778億5，800万円

17.8％保健福祉費
1，997億2，100万円

8.3％

商工費
927億9，600万円

11.0％諸支出金
1,234億5，400万円

5.6％警察費
631億5，400万円

8.7％地方消費税清算金
976億2，900万円

11.2％

諸収入
1，252億3，100万円

1.6％企画開発費
175億7,400万円 0.8％生活環境費

83億4，700万円
0.6％

その他
67億2，900万円

12.8％公債費
1，436億500万円

4.4％農林水産業費
487億6，400万円

9.1％土木費
1，017億9，400万円

主 な 事 業

平成 28 年度一般会計予算の内訳

活力あるいばらきづくり

住みよいいばらきづくり 

 1　関東・東北豪雨および東日本大震災からの
　　　  復旧・復興、防災体制の強化

 2　国の施策を踏まえた対策
　 （ 地方創生・ＴＰＰ対策・一億総活躍社会関連）

人が輝くいばらきづくり

 3　産業大県・生活大県づくりの推進


